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１
月

19日
、
市
役
所
天
王
庁
舎
に
お

い
て
、
潟
上
市
教
育
委
員
会
工
藤
紀
代

子
委
員
長
が
「
大
久
保
小
学
校
と
豊
川

小
学
校
の
統
合
実
施
計
画
報
告
書
」
を

石
川
市
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

大
久
保
小
学
校
と
豊
川
小
学
校
の
統

合
に
つ
い
て
は
、
今
年
４
月
の
統
合
を

目
指
し
て
準
備
委
員
会
で
の
協
議
が
重

ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

１
月

16日
、
昭
和
地
区
お
よ
び
両
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
か
ら
市
教
育
委
員
会
委

員
長
あ
て
に
「
学
校
統
合
に
つ
い
て
の

確
認
同
意
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て

18日
に
市
教
育
委
員
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
両
校
の
統
合
実

施
計
画
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

報
告
書
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

大久保小学校と豊川小学校の統合実施計画報告書（要旨）

名称・校舎 校 章

大久保小学校の「大」と豊川小学校の

「豊」を活かし、大きく豊かに育ってほ

しいという願いを込めて「大豊
おおとよ

小学校」

とします。校舎は、現在の大久保小学校

を継続して使います。

「うたせ舟」と「稲穂」をモチーフとした大久保

小学校の校章デザインを基にして、正面に「大豊」

の文字を配置し、豊川小学校の校章から「校庭の柳

の葉」を２枚、リボンの形に配置しました。

校 歌

メロディは大久保小

学校校歌のとおりです。

大久保小学校の校歌

１・２番を１・３番と

し、３行目が「大豊の

子ども」と変わります。

２番には、豊川小学校

の校歌から、豊川を表

す主な歌詞を残して補

作しました。

潟
上
市
立
大
豊
小
学
校
校
歌

作
詞
半
田
雄
三

補
作
統
合
準
備
委
員
会

作
曲
小
野
崎
晋
三

一
琴
の
湖
白
帆
う
つ
し
て

稲
田
ゆ
た
か
に
波
う
つ
と
こ
ろ

ぼ
く
も
わ
た
し
も
大
豊
の
子
ど
も

か
た
く
手
つ
な
ぎ
輪
を
ま
る
く

大
空
の
も
と
ま
こ
と
を
も
と
め

み
ん
な
み
ん
な
力
い
っ
ぱ
い

伸
び
る
の
だ

二
山
青
く
め
ぐ
ら
す
里
に

ひ
と
す
じ
流
る
天
地
の
恵

ぼ
く
も
わ
た
し
も
大
豊
の
子
ど
も

寝
て
い
て
人
を
起
こ
す
な
と

大
志
を
い
だ
き
自
ら
努
め

み
ん
な
み
ん
な
学
び
の
道
に

励
む
の
だ

三
竜
の
湖
風
吹
き
荒
れ
て

白
波
お
ど
り
た
ち
さ
わ
ぐ
と
も

ぼ
く
も
わ
た
し
も
大
豊
の
子
ど
も

輪
に
く
む
腕
は
す
こ
や
か
に

大
地
を
ふ
ん
で
正
し
さ
か
ざ
し

み
ん
な
み
ん
な
の
ぞ
み
は
胸
に

み
ち
る
の
だ

▲工藤教育委員長から石川市長に報告書が手渡される
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放射線の現地測定を行います

市では、放射線測定器による空間放射線量の測定申

込みを受け付け、順次現地測定を行います。

■測定対象

・潟上市民が市内に所有する住居・店舗およびその敷

地など

・潟上市内に事業の拠点を有する法人の営業所および

その敷地など

■申込受付および現地測定

受付開始 ２月６日（月）

受付時間 ９時～17時まで（土・日曜日、祝日を除く）

※測定日時が決定次第、生活環境課からお知らせしま

す。

■申込方法

生活環境課（飯田川庁舎）、天王・昭和庁舎総合

窓口センター、追分出張所にある「現地測定申込書」

に必要事項を記入の上、提出してください。申込書

は、市ホームページからもダウンロードできます。

なお、電話での申し込みはできません。

■測定方法

測定地点の高さ１㍍における空間放射線量を測定し

ます。（単位は毎時マイ
クロシーベルト）

◎申込みの際の注意点

高さ１㍍の「空間放射線量」を測定するもので、飲

料水や食品、土壌などに含まれる放射性物質の種類や

量を測定することはできません。

●お問い合わせは…生活環境課（�877-7802）

▼

放
射
線
測
定
器

上江川二田線（二田踏切）を拡幅しました

■拡幅後

車両の対面通行が可能となり、歩道を設置すること

で事故の防止を図っています。

■拡幅前

幅員が狭く、車や歩行者などの通行に危険が伴って

いました。

昨年12月、天王字上江川二田踏切と踏切前後の道路

拡幅工事が終了しました。

以前は踏切部分の幅員が狭く、車両通行の際には片

側交互通行でしたが、拡幅工事により対面通行が可能

となりました。また歩行者用の踏切も設置され、安全

性の向上を図っています。
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月月
４４
日日
、、
平平
成成

2244年年
潟潟
上上
市市
消消

防防
出出
初初
式式
がが
、、
天天
王王
総総
合合
体体
育育

館館
でで
開開
催催
ささ
れれ
、、
潟潟
上上
市市
消消
防防
団団

3300

分分
団団
のの
団団
員員
３３
３３
００
人人
をを
はは
じじ
めめ
、、

来来
賓賓
多多
数数
がが
参参
列列
しし
まま
しし
たた
。。

式式
はは
、、
市市
消消
防防
団団
旗旗
とと
分分
団団
旗旗
のの

入入
場場
でで
始始
まま
りり
、、
秋秋
田田
県県
知知
事事
表表
彰彰

なな
どど
のの
各各
表表
彰彰
でで
はは
、、
団団
員員
のの
長長
年年

にに
わわ
たた
るる
功功
労労
がが
称称
ええ
らら
れれ
まま
しし
たた
。。

続続
いい
てて
、、
石石
川川
市市
長長
がが
「「
消消
防防
人人

とと
しし
てて
のの
高高
いい
誇誇
りり
とと
、、
そそ
のの
職職
務務

のの
重重
要要
性性
をを
深深
くく
認認
識識
しし
、、
ああ
らら
ゆゆ

るる
災災
害害
にに
即即
応応
でで
きき
るる
心心
身身
のの
鍛鍛
練練

にに
努努
めめ
、、
市市
民民
のの
信信
頼頼
とと
期期
待待
にに
応応

ええ
るる
べべ
くく
一一
層層
のの
ごご
尽尽
力力
をを
おお
願願
いい

しし
たた
いい
」」
とと
式式
辞辞
をを
述述
べべ
まま
しし
たた
。。

来来
賓賓
祝祝
辞辞
にに
続続
きき
、、
受受
賞賞
者者
をを
代代

表表
しし
てて
、、
天天
王王
支支
団団
第第
２２
分分
団団
のの
田田

仲仲
茂茂
分分
団団
長長
がが
謝謝
辞辞
をを
述述
べべ
たた
後後
、、

古古
戸戸
俊俊
行行
消消
防防
団団
長長
がが
「「
各各
種種
災災
害害

かか
らら
市市
民民
のの
生生
命命
、、
財財
産産
をを
守守
るる
たた

めめ
、、
防防
災災
思思
想想
のの
高高
揚揚
をを
図図
りり
、、
緊緊

急急
時時
にに
即即
応応
でで
きき
るる
訓訓
練練
とと
研研
修修
をを

積積
みみ
重重
ねね
てて
いい
きき
たた
いい
」」
とと
答答
辞辞
をを

述述
べべ
まま
しし
たた
。。

最最
後後
にに
、、
参参
列列
者者
一一
同同
がが
万万
歳歳
三三

唱唱
をを
しし
、、
年年
間間
無無
火火
災災
のの
達達
成成
やや
防防

火火
・・
防防
災災
体体
制制
のの
確確
立立
をを
誓誓
いい
合合
いい

まま
しし
たた
。。

無無
火火
災災
達達
成成
へへ

決決
意意
新新
たた
にに

■
秋
田
県
知
事
表
彰

有
功
章

【
天
王
支
団
】

田
仲

茂
（
第
２
分
団
・
分
団
長
）

伊
藤
美
悦

（
第
３
分
団
・
分
団
長
）

【
昭
和
支
団
】

山
﨑
雄
二

（
第
４
分
団
・
分
団
長
）

佐
々
木
一
義

（
第
７
分
団
・
分
団
長
）

【
飯
田
川
支
団
】

石
澤
金
豊

（
第
３
分
団
・
分
団
長
）

永
年
勤
続
功
労
章
（

40年
以
上
）

【
飯
田
川
支
団
】

菊
地
栄
一

（
支
団
長
）

30年
勤
続
章

【
天
王
支
団
】

工
藤
由
博

（
第
１
分
団
・
部
長
）

佐
々
木
博
光

（
第
１
分
団
・
班
長
）

柏
崎
三
喜
雄

（
第
２
分
団
・
副
分
団
長
）

鈴
木
美
喜
雄

（
第
６
分
団
・
部
長
）

【
昭
和
支
団
】

菅
原
寅
夫

（
第
１
分
団
・
分
団
長
）

舘
岡

誠
（
第
４
分
団
・
副
分
団
長
）

奈
良
仁
寿

（
第

11分
団
・
副
分
団
長
）

【
飯
田
川
支
団
】

二
田
新
一

（
第
３
分
団
・
部
長
）

25年
勤
続
章

【
天
王
支
団
】

安
田

正
（
第
９
分
団
・
副
分
団
長
）

斉
藤
浩
隆

（
第
９
分
団
・
部
長
）

鎌
田
隆
次

（
第
９
分
団
・
団
員
）

【
昭
和
支
団
】

小
玉
重
美

（
第

11分
団
・
部
長
）

黒
澤
博
志

（
第

12分
団
・
副
分
団
長
）

【
飯
田
川
支
団
】

菊
地

浩
（
第
２
分
団
・
部
長
）

古
戸
信
雄

（
第
４
分
団
・
分
団
長
）

20年
勤
続
章

【
天
王
支
団
】

菊
地

浩
（
第
４
分
団
・
班
長
）

石
川

力
（
第

10分
団
・
団
員
）

菅
生
清
稔

（
第

11分
団
・
部
長
）

【
昭
和
支
団
】

菅
原
隆
一

（
第
１
分
団
・
部
長
）

小
林
秀
美

（
第
４
分
団
・
部
長
）

櫻
庭
博
幸

（
第
６
分
団
・
副
分
団
長
）

■
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
（

10年
以
上
）

【
天
王
支
団
】

三
浦
明
彦

（
第
５
分
団
・
団
員
）

三
浦
金
則

（
第
５
分
団
・
団
員
）

三
浦
勝
廣

（
第
５
分
団
・
団
員
）

夏
井
栄
一

（
第
５
分
団
・
団
員
）

谷
一
志

（
第
５
分
団
・
団
員
）

嶋
崎
一
哉

（
第
６
分
団
・
団
員
）

羽
深

稔
（
第
９
分
団
・
団
員
）

戸
田
堅
悦

（
第

10分
団
・
団
員
）

【
昭
和
支
団
】

門
間
大
志

（
第
４
分
団
・
団
員
）

菅
原
善
彦

（
第
８
分
団
・
部
長
）

菅
原
清
美

（
第
８
分
団
・
団
員
）

１１
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火
・
防
災
体
制
の
確
立
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

無
火
災
達
成
へ

決
意
新
た
に

【
飯
田
川
支
団
】

間
杉

浩
（
第
１
分
団
・
班
長
）

伊
藤
正
喜

（
第
１
分
団
・
団
員
）

鈴
木
和
徳

（
第
２
分
団
・
団
員
）

田
仲
拓
也

（
第
５
分
団
・
団
員
）

■
秋
田
県
消
防
協
会

男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
長
表
彰

７
年
勤
続
章

【
天
王
支
団
】

石
川
信
喜

（
第
２
分
団
・
団
員
）

藤
原
悠
士

（
第
３
分
団
・
団
員
）

三
浦
隆
蔵

（
第
５
分
団
・
団
員
）

成
田
孝
次

（
第
９
分
団
・
団
員
）

渡
部

仁
（
第
９
分
団
・
団
員
）

【
昭
和
支
団
】

菅
原
博
樹

（
第
２
分
団
・
団
員
）

安
田

勝
（
第
６
分
団
・
部
長
）

鳥
井

聖
（
第
９
分
団
・
班
長
）

瀬
下
一
弥

（
第

10分
団
・
団
員
）

三
浦

修
（
第

10分
団
・
団
員
）

【
飯
田
川
支
団
】

伊
藤
一
彦

（
第
５
分
団
・
団
員
）

原
田
一
也

（
第
５
分
団
・
団
員
）

優
良
団
員
表
彰

【
天
王
支
団
】

三
浦
雅
也

（
第
１
分
団
・
団
員
）

齋
藤
公
一

（
第
３
分
団
・
団
員
）

伊
藤
新
吾

（
第
３
分
団
・
団
員
）

佐
々
木
欣
也

（
第
４
分
団
・
団
員
）

泉
正
人

（
第
４
分
団
・
団
員
）

櫻
庭
忠
基

（
第
５
分
団
・
団
員
）

安
田
克
巳

（
第
６
分
団
・
団
員
）

安
田
吉
孝

（
第
６
分
団
・
団
員
）

安
田
淳
一

（
第
６
分
団
・
団
員
）

加
藤
大
輔

（
第
９
分
団
・
団
員
）

関
進

（
第

12分
団
・
団
員
）

佐
々
木
満

（
第

12分
団
・
団
員
）

【
昭
和
支
団
】

菅
原
友
幸

（
第
１
分
団
・
団
員
）

菅
原
克
人

（
第
１
分
団
・
団
員
）

菅
原
博
之

（
第
２
分
団
・
団
員
）

関
谷
浩
幸

（
第
３
分
団
・
団
員
）

安
田
正
志

（
第
３
分
団
・
団
員
）

仙
葉
万
春

（
第
５
分
団
・
団
員
）

菅
原
智
彦

（
第
５
分
団
・
団
員
）

藤
原
直
人

（
第
５
分
団
・
団
員
）

安
田
浩
樹

（
第
５
分
団
・
団
員
）

髙
橋
敏
勝

（
第
５
分
団
・
団
員
）

沢
井

謙
（
第
９
分
団
・
団
員
）

橋
本

充
（
第

10分
団
・
団
員
）

奈
良
正
悟

（
第

10分
団
・
団
員
）

小
玉
元
睦

（
第

11分
団
・
団
員
）

菊
地
秀
征

（
第

13分
団
・
団
員
）

菅
原

暁
（
第

13分
団
・
団
員
）

【
飯
田
川
支
団
】

菊
地
一
央

（
第
５
分
団
・
団
員
）

伊
藤
英
徳

（
第
５
分
団
・
団
員
）

平成23年
秋田県飲酒運転等追放競争

（市町村対抗）

潟上市は25市町村中 10位
１月から12月までの

死亡事故件数 ２件

飲酒運転検挙者数 11人

12月中の検挙者数 ０人

飲酒運転の追放は家庭から

飲酒運転に対する罰則強化や市・関係団体などの取り

組みにより年々飲酒運転検挙者数は減少していますが、

根絶までには至っていません。車でお酒の席に参加する

ときは、お酒を飲まない人を決めたり、運転代行を利用

するなどして、悲しい事故をなくしましょう。

平成24年
潟上市交通指導隊初出式
― 交通事故防止に一丸で取り組む ―

平成24年潟上市交通指導隊初出式が１月７日、

市役所天王庁舎で行われ、交通指導隊員20人が出

席しました。

式では、はじめに石川市長が「皆さんと力を合

わせ、飲酒運転撲滅はもちろんのこと、交通事故

のないまちづくりを進めたい」と訓辞を述べまし

た。

続いて、中井光春隊長が「隊員一丸となって交

通事故のない安心で安全なまちづくりを実現した

い」と決意を表明しました。

▲受賞者を代表し謝辞を
述べる田仲茂分団長

１

※秋田県飲酒運転等追放競争

飲酒運転による摘発１件につき１点、死亡事故は８点、

人身事故は３点などと数値化し、対象者の居住市町村に

計上。合計点で免許人口を割った数値が小さい方が上位

となる。



消
防
団
っ
て
な
に
？

火
災
が
起
き
た
と
き
、
消
防
車
で
駆
け

付
け
て
く
れ
る
消
防
職
員
と
消
防
団
員
。

そ
の
違
い
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

消
防
職
員
は
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
、

消
防
署
に
勤
務
す
る
消
防
の
専
門
職
。
一

方
、
消
防
団
員
は
自
営
業
や
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
火

災
が
起
き
る
と
現
場
に
出
動
す
る
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
存
在
で
す
。
団
員
は

市
町
村
の
消
防
機
関
に
属
し
、
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
と
い
う
身
分
を
持
ち

ま
す
。

消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
様
、
消
防
組

織
法
に
基
づ
き
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
消
防
署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

消
防
団
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
？

消
防
団
は
地
域
ご
と
に
拠
点
を
構
え
、

有
事
の
際
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
設

備
・
装
備
を
整
え
て
、
い
つ
で
も
私
た
ち

の
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。

特
に
近
年
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
風
水
害

が
頻
発
し
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
級
の
大

規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
地
域
の

安
心
・
安
全
の
確
保
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
つ
つ
あ
り
、
消
防
団
の
地
域
密
着
性
、

要
員
動
員
力
、
即
時
対
応
力
な
ど
の
特
性

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
消
防
・
防
災
に
関
す
る

知
識
や
技
術
を
学
び
、
火
災
発
生
時
に
お

け
る
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
地
震
、
風
水

害
と
い
っ
た
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け

る
救
助
活
動
や
警
戒
巡
視
、
避
難
誘
導
、

災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
平
常
時
に
お
い
て
は
、
訓
練
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
へ
の
防
火
指
導
や

特
別
警
戒
、
広
報
活
動
な
ど
の
ほ
か
、
分

団
ご
と
に
定
例
会
議
や
器
材
点
検
を
行
い
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
い
ま
す
。

地
元
を
知
り
尽
く
し
た
消
防
団
員
は
、

防
災
活
動
に
お
い
て
と
て
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
自
分
の
た
め
で
は
な

く
、
『
大
切
な
人
、
自
分
が
住
む
ま
ち
を

守
り
た
い
』
と
い
う
想
い
で
地
域
に
密
着

し
て
消
防
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
の
町
火
消
し
、
明
治

時
代
の
消
防
組
以
来
の
伝
統
で
あ
り
、
こ

の
基
本
精
神
は
現
代
に
お
い
て
も
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
に
は
、
約

88万
人
の
消
防
団
員
が

仕
事
と
両
立
さ
せ
、
子
ど
も
を
育
て
な
が

ら
自
分
の
経
験
や
適
正
を
生
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
は
、
消
防
団
へ
の
女
性
の
参

加
も
増
加
し
て
お
り
、
全
国
で
は
約
２
万

人
の
女
性
が
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

6



7

消
防
団
員
の
処
遇

▼
手
当
の
支
給
…
災
害
や
訓
練
な
ど
に
出

動
し
た
場
合
は
出
動
手
当
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
報
償
金
の
支
給
…
一
定
期
間
以
上

勤
務
し
、
退
団
し
た
時
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

▼
公
務
災
害
補
償
…
消
防
団
活
動
で
死
亡

し
た
り
、
病
気
ま
た
は
負
傷
し
た
場
合

は
、
本
人
や
遺
族
に
対
し
て
補
償
さ
れ

ま
す
。

▼
表
彰
制
度
…
団
員
の
士
気
の
高
揚
と
そ

の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
表
彰
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▼
服
装
の
貸
与
…
は
ん
て
ん
や
活
動
服
な

ど
の
被
服
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
潟
上
市
消
防
団

本
市
消
防
団
の
組
織
は
、
旧
行
政
区
ご

と
に
支
団
を
置
く
「
１
市
１
団
３
支
団
体

制
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

団
長
を
筆
頭
に
、
副
団
長
・
支
団
長
、

ま
た
各
分
団
に
は
、
分
団
長
・
副
分
団
長
・

部
長
・
班
長
・
団
員
の
階
級
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
５
０
８
人
の
定
員
に
対
し
て
４

６
９
人
（
平
成

24年
１
月
１
日
現
在
）
の

団
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
う
ち
女
性
消

防
団
員
が
８
人
お
り
ま
す
。

消
防
団
員
数
は
、
定
員
に
対
し

92・
３

％
の
充
足
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
か

な
り
団
員
数
が
不
足
し
て
い
る
分
団
も
あ

り
ま
す
。

職
場
の
協
力
を
受
け
て

本
業
の
仕
事
中
に
出
場
要
請
が
か
か
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
団
員
に
は
、
職
場
の

理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

事
業
所
の
中
に
は
、
災
害
時
の
消
防
団

活
動
を
職
務
の
一
部
と
み
な
し
た
り
、
敷

地
を
訓
練
会
場
と
し
て
提
供
し
た
り
す
る

な
ど
、
協
力
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
安
心
と
安
全
を

守
り
ま
せ
ん
か
？

潟
上
市
消
防
団
は
、
一
緒
に
私
た
ち
の

住
む
地
域
を
守
っ
て
く
れ
る
新
入
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

18

歳
以
上
の
健
康
な
人
な
ら
ば
誰
で
も
入
団

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
あ
な
た
の
行
動
力
を

ぜ
ひ
、
消
防
団
員
と
し
て
活
か
し
て
く
だ

さ
い
。

消
防
団
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
、

入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
生
活
環
境

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…
生
活
環
境
課

（

�８
７
７
・
７
８
０
２
）

近年、社会状況の変化に伴い、団員確保が難

しくなり地域防災力の低下が非常に懸念されて

いる状況です。

消防団は、「自分たちの地域は自分たちで守

る」という、郷土愛にあふれた奉仕の精神のも

と活動する消防人です。

本市でも、定員が１割減の状況となっており

ます。この機会に我々と一緒に地域の安心・安

全のため消防団員として活動してみませんか。

潟上市消防団団長

古戸 俊行さん
（飯田川金山）

事業所の消防団活動への協力が、①その地域

に対する社会貢献活動および社会責任として認

められる、②事業所の協力を通じて、地域防災

体制がより一層充実されることを目的とした制

度です。

■事業所の協力例

●従業員が消防団員として相当数入団している。

●従業員の消防団活動について積極的に配慮し

ている。

●災害時などに事業所の資機材などを消防団に

提供するなど協力して

いる。

※「消防団協力事業所」と

して認められると、市町村な

どや総務省消防庁より「消

防団協力事業所表示証」が

交付されます。表示証は社

屋に掲示、自社ホームペー

ジで公表することができます。

消防団協力事業所表示制度

■潟上市消防団組織図

団 長

第１～５分団第１～13分団

昭和支団 飯田川支団天王支団

第１～12分団

副団長

昭和支団長天王支団長 飯田川支団長

あなたの力が
必要です

▲市
が
交
付
す
る
表
示
証
の
例潟 上 市

○○年○○月表示



総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
性

別
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
住
民
の

誰
も
が
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
好

き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
多
種
目
に
わ
た
っ
て
体

験
で
き
、
地
域
住
民
の
自
主
運
営
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

現
在
、
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会

で
は
、
国
の
委
託
事
業
と
し
て
「
全
国
の

１
中
学
校
区
に
１
ク
ラ
ブ
」
設
置
を
推
進

し
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ｔ

ｏ
ｔ
ｏ
）
助
成
事
業
を
活
用
し
、
県
体
育

協
会
の
指
導
の
も
と
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

育
成
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
す
で
に

51ク
ラ
ブ
が
設
立

さ
れ
、
設
立
準
備
委
員
会
を
組
織
し
て
い

る

11団
体
を
合
わ
せ
る
と
、
総
数

62団
体

が
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
展
開
し
、
日

夜
活
動
し
て
い
ま
す
。

潟
上
市
で
は
、
「
昭
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
が
平
成

17年
６
月
に
設
立
。
昨
年
５

月
に
は
、
天
王
南
中
学
校
区
に
お
い
て

「
潟
上
中
央
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備

委
員
会
」
、
天
王
中
学
校
区
で
は
「
潟
上

天
王
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
」

の
２
団
体
が
、
ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
て
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

潟
上
中
央
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備

委
員
会
（
安
田
静
男
代
表
）
は
、
「
だ
れ

で
も
い
つ
で
も
気
軽
に
参
加
」
を
運

営
目
標
に
、
出
戸
新
町
分
館
が
運
営
基
盤

と
な
り
、
天
王
南
中
学
校
体
育
館
や
公
共

施
設
を
活
動
拠
点
と
し
て
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

大
会
運
営
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
で
構
成
す
る
役

員
が
主
体
と
な
り
、
昨
年
８
月
に
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

10月
に
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、
子
ど
も
か
ら
一

般
市
民
ま
で
世
代
を
超
え
た
ス
ポ
ー
ツ
交

流
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年

12月
18日

、
天
王
南
中
学

校
体
育
館
を
会
場
に
「
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」
を
開
催
し
、
地
元
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で

13チ
ー
ム
・
総
勢
１
３
２
人
の

市
民
が
参
加
し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

大
会
は
、
中
学
生
以
下
の
部
と
一
般
の

部
の
２
部
門
で
行
わ
れ
、
競
技
種
目
の
違

う
ス
ポ
少
団
員
ら
が
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を

随
所
に
見
せ
、
一
般
市
民
も
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

試
合
後
に
は
、
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
大
好
評
。
会
場
内
で
は
、
参

加
者
ら
が
お
互
い
に
情
報
交
換
し
合
い
、

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

１
月

22日
に
は
、「
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
交
流
大
会
」
を
天
王
南
中
学
校
体
育
館

で
行
い
、
多
く
の
参
加
者
が
ス
ポ
ー
ツ
で

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

8

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
目
指
し

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
活
動

潟
上
中
央
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

地
域
主
体
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動

▲スポーツで世代間交流（潟上中央）

▲スポーツで健康づくりと仲間づくり

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

国
で
は
、
昨
年
８
月
に
新
た
に
『
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
』
を
策
定
し
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
の
基
本
理
念
を
定
め
、
国
や
地
方
自
治
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
役
割
を
明
確
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
な
が
ら
、
健
康
増
進
と
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
が
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
『
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
の
設
立
・
育
成
を
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
策
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
市
民
が
主
体
と
な
り
特
色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
い
、
市
民
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
る

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
紹
介
し
ま
す
。



潟
上
天
王
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備

委
員
会
（
成
田
信
悦
代
表
）
は
、
「
多
世

代
の
市
民
が
多
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
、
い

つ
で
も
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
」
を
運
営

目
標
に
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
が

中
心
と
な
り
、
天
王
総
合
体
育
館
を
主
な

活
動
拠
点
と
し
て
各
種
教
室
や
大
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大
会
運
営
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
柔
道
な
ど
の
競

技
団
体
や
卓
球
同
好
会
な
ど
で
構
成
す
る

役
員
が
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年

11月

20日
、
天
王
総
合
体
育
館
を

会
場
に
「
第
１
回
潟
上
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
交
流
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会

に
は
、
市
内
外
か
ら
小
学
生

14チ
ー
ム
が

参
加
。
予
選
リ
ー
グ
や
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
は
、
一
生
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
う

小
学
生
に
保
護
者
か
ら
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

１
月

22日
に
は
第
２
回
交
流
会
と
し
て

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
を
天

王
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
の
ス
ポ
少
団
員
や
中
学

生
、
一
般
市
民
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
。

交
流
ゲ
ー
ム
や
３
ポ
イ
ン
ト
＆
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
イ

ベ
ン
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
普
段
の
練
習
や
試
合

と
違
っ
て
楽
し
く
バ
ス
ケ
が
で
き
た
」

「
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
シ
ュ
ー

ト
が
決
ま
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
、

満
面
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
で
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境

が
創
出
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
に
体
験

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
多
世
代
の
地
域
住
民
が
参
加
で

き
市
民
交
流
が
広
が
る
こ
と
や
、
多
種
目

の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
に
よ
り
子
ど
も
の
可
能

性
を
高
め
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

や
地
域
住
民
の
連
帯
感
の
醸
成
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
は
、
市
民
誰
で
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
合
っ
た
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
主
体
的
・

自
主
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
積
極
的
に
行

え
る
よ
う
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
育
成
・
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
と
世
代
間
交
流
の
広
が
り
を

応
援
し
ま
す
。
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潟
上
天
王
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

競
技
団
体
主
体
に
よ
る
多
世
代
交
流

地
域
住
民
に
よ
る
地
域
住
民
の
た
め
の

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
支
援

「健康づくり 仲間づくり 生きがいづくり」を目指して

昭和スポーツクラブ

昭和スポーツクラブは、平成17年６月４日に設立総

会を行い、スポーツ活動を開始しました。

同クラブは、「できることからはじめよう・今、あ

るものを使って活動しよう・活動しながら、よりよい

クラブにしよう」を活動方針に掲げ、受益者負担（年

会費・イベントなどの会費）を基本に運営しています。

昭和体育館を活動拠点とし毎月第１・３土曜日の午

前中（９時～12時）の月２回が活動日です。前半は、

歩こう会の指導のもと、およそ１時間で４㌔のウオー

キングを行い、後半は卓球・ミニテニス・スポーツ吹

矢・室内ペタンクなどを各指導者や経験者の指導で活

動をしています。

現在は、活動日を増やし、エンジョイミニテニス

（木曜日）、昼のスポーツセミナー（金曜日）、エンジョ

イスポーツ吹矢（金曜日）、歩こう会（日曜日）、スポー

ツ吹矢（木曜日・天王総体）などを実施し、年間159

回、述べ1,805人（平成22年度）が活動に参加しました。

会員の気が向いたときに、都合に合わせて運動でき

る機会を増やすことで、気軽にさまざまな種目に参加

し、健康・仲間づくりができるようになりました。

クラブ運営では、櫻庭次男会長をはじめ、活動委員、

クラブマネジャー（４人）などが活動をサポートし、

個人・家族会員72人の会費で自主運営をしています。

「明るく」「いい加減に」「うれしい」「笑顔で」「おも

しろい」、この『あいうえお』の『あ行』を昭和スポー

ツクラブのモットーに、地域住民の健康づくりや仲間

づくり、生きがいづくりを目指しています。

誰でも気軽に参加できます。たくさんの仲間（会員）

を募集しています。

●お問い合わせは…クラブ事務局 菅原（�877-4445）

▲屋内ペタンクでエンジョイ、スポーツ!!

▲次世代を担う子どもの可能性を応援
（潟上天王）
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天王温泉くらら恒例の「鏡開き」が１月１日、同エン

トランスホールで行われました。

2012年の来館一番乗りとなった小川内なみ子さん（天

王字江川上谷地、写真中央）と石川市長、鐙副市長が無

病息災や商売繁盛を祈願し鏡開きを行いました。

日ごろから同館をよく利用しているという小川内さん

は「昨年は病気のため入院したので、今年１年は健康に

留意して過ごしたい」と新年の抱負を語ってくれました。

この日は甘酒無料サービスなどがあり、市内外から訪

れたたくさんの人でにぎわいました。

天王温泉くらら元日恒例「鏡開き」
無病息災と商売繁盛を願う

▼一
億
円
っ
て
「
重
い
！
」

第７回潟上市書初め大会が１月２日、昭和公民館で行

われました。昨年12月に行われた市書道展の金賞受賞者

に参加資格が与えられたこの大会には、小学１年生から

一般まで半紙の部に113人、条幅の部に59人が参加しま

した。

参加者は、真剣なまなざしで書き初め用紙に向かい、

お正月や新年にふさわしい課題に従って丁寧に筆を走ら

せていました。書き終えた作品はすぐに審査され、優秀

賞10点、特賞30点、推薦７点が選ばれ、受賞者には賞状

とメダルが贈られました。

書き上げた作品は、１月10日まで同公民館に展示され、

訪れた人の目を楽しませました。

潟上市書初め大会
新年への思いを筆に込めて

１月16日、出戸小学校（六郷博志校長）の６年生を対

象に、市役所職員による租税教室が行われました。

これは、子どものころから税金を身近に感じ、税のこ

とを知ってもらおうと行われたもので、講師を務めた税

務課職員が、パソコンを使いながら税金の使い道や重要

性などを説明。その中で「税金の無い社会」を描いたア

ニメを観賞した児童から「税金がなくなると、学校に通

うことや勉強することにもお金が掛かることが分かった」

と感想がありました。

最後に１億円の束（１万円札１万枚＝約10㌔、レプリ

カ）を児童が抱きかかえ、お金の「重み」をしっかりと

感じていました。

出戸小学校で租税教室
税金について考えてみよう

元日恒例の「初日の出を望む」が１月１日、天王スカ

イタワーで行われました。

この日は天候に恵まれ、2012年の初日の出を期待して

訪れた市民など約130人が参加。午前７時５分頃、展望

室東側に見える出羽の山並みからオレンジ色に輝く太陽

が姿を現すと「きれい」「今年は良い年になる」などと

歓声が上がり、一緒に訪れた家族や仲間と共に、新年の

夢や希望を願っていました。

2012年初日の出を望む
新年の幕開けを祝い合う

▲石
川
市
長
を
囲
ん
で
記
念
撮
影

▼鏡
開
き
で
新
年
の
営
業
が
ス
タ
ー
ト

▲納
得
の
１
枚
を
手
に
取
っ
て
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１月14日、第７回潟上市ジュニアスポーツ大会が、天

王総合体育館で開催され、市内のスポーツ少年団から13

チーム（高学年の部９チーム、中学年の部４チーム）が

参加しました。

この大会は、ビーチバレーボール競技を通じて、体を

動かすことの楽しさや友情・協力の大切さを感じてもら

おうと行われたものです。

子どもたちは、寒さに負けずコートを元気に動き回り、

チーム一丸となり、最後までビーチバレーボールを追い

かける様子が何度も見られました。

試合終了後には相手選手と握手を交わし、互いの健闘

をたたえ合っていました。

潟上市ジュニアスポーツ大会
ビーチバレーボール競技で交流深める

▼高
学
年
の
部
優
勝

「
潟
上
バ
レ
ー
Ａ
」
チ
ー
ム

飯田川・昭和地区将棋大会
飯田川将棋同好会（門間味津三会長）主催の第３回飯

田川・昭和地区将棋大会が１月15日、飯田川公民館で開

催されました。大会結果は次のとおり。（敬称略）

〈Ａ級〉優 勝 菊地 一宏（飯田川和田妹川）

準優勝 菅原 英孝（昭和大久保）

第３位 伊藤 英継（飯田川下虻川）

〈Ｂ級〉優 勝 門間味津三（飯田川飯塚）

準優勝 吉田 肇（昭和大久保）

第３位 畠山 一翁（昭和大久保）

新春天王囲碁大会
天王囲碁同好会（中澤浤会長）主催による新春囲碁大

会が１月22日、天王公民館で開催されました。大会結果

は次のとおり。（敬称略）

〈Ａ組〉優 勝 柏崎 憲（天王字上江川）

準優勝 小野 昭一（天王字追分西）

第３位 大野信太郎（男鹿市）

〈Ｂ組〉優 勝 藤井 昭夫（天王字コアツコ）

準優勝 佐藤 恭市（天王字追分）

第３位 伊藤 俊美（天王字二田）

〈Ｃ組〉優 勝 京極 正信（天王字細谷長根）

準優勝 鈴木 信雄（天王字上北野）

第３位 鈴木 昭三（天王字上江川）
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第
３
回
秋
田
県
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
記
録
会

（
１
月

15日
／
県
立
総
合
プ
ー
ル
）

■
飯
田
川
ス
ポ
少

〈
男
子

13～

14歳

50㍍
背
泳
ぎ
〉

第
３
位
太
田
行
祐

（
女
子

11～

12歳
１
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
）

第
１
位
小
玉
穂
乃
佳

第
７
回
潟
上
カ
ッ
プ
剣
道
大
会

（
１
月

21日
／
天
王
総
合
体
育
館
）

主
催
潟
上
市
剣
道
連
盟

〈
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
〉

優
勝
伊
藤

怜
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

準
優
勝
石
川
雄
太
朗
（
天
王
ス
ポ
少
）

第
３
位
伊
藤
咲
弥
（
天
王
ス
ポ
少
）

第
３
位
石
黒

航
（
天
王
ス
ポ
少
）

〈
小
学
校
３
年
生
の
部
〉

優
勝
渡
部
大
翔
（
天
王
ス
ポ
少
）

準
優
勝
木
元
一
颯
（
天
王
ス
ポ
少
）

第
３
位
伊
藤

快
（
昭
和
ス
ポ
少
）

第
３
位
菅
原
高
嶺
（
昭
和
ス
ポ
少
）

〈
小
学
校
４
年
生
男
子
の
部
〉

優
勝
石
黒

波
（
天
王
ス
ポ
少
）

準
優
勝
鈴
木
隼
平
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

第
３
位
齊
藤
響
輝
（
追
分
ス
ポ
少
）

第
３
位
安
田
快
成
（
天
王
ス
ポ
少
）

〈
小
学
校
４
年
生
女
子
の
部
〉

優
勝
伊
藤
涼
奈
（
天
王
ス
ポ
少
）

準
優
勝
村
口

彩
（
昭
和
ス
ポ
少
）

第
３
位
進
藤
美
湖
（
昭
和
ス
ポ
少
）

第
３
位
秋
穂
鈴
花
（
追
分
ス
ポ
少
）

〈
小
学
校
５
年
生
男
子
の
部
〉

優
勝
伊
藤

快
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

準
優
勝
小
西
英
悟
（
出
戸
ス
ポ
少
）

第
３
位
伊
藤
駿
佑
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

第
３
位
細
谷
健
太
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

〈
小
学
校
５
年
生
女
子
の
部
〉

優
勝
澁
谷
瑞
希
（
追
分
ス
ポ
少
）

準
優
勝
香
月
菜
摘
（
出
戸
ス
ポ
少
）

第
３
位
渡
邊
さ
や
か
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

第
３
位
渡
会
未
夢
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

〈
小
学
校
６
年
生
男
子
の
部
〉

優
勝
鎌
田
歩
夢
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

準
優
勝
澤
井
敬
和
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

第
３
位
佐
々
木
陽
介
（
天
王
ス
ポ
少
）

第
３
位
中
川
和
真
（
天
王
ス
ポ
少
）

〈
小
学
校
６
年
生
女
子
の
部
〉

優
勝
照
井
優
芽
（
天
王
ス
ポ
少
）

準
優
勝
渡
邊
美
穂
（
追
分
ス
ポ
少
）

第
３
位
米
谷

華
（
天
王
ス
ポ
少
）

第
３
位
伊
藤
紗
希
（
飯
田
川
ス
ポ
少
）

〈
中
学
校
１
年
生
男
子
の
部
〉

優
勝
松
渕
一
真
（
天
王
南
中
）

準
優
勝
菅
原
捷
登
（
天
王
中
）

第
３
位
石
黒

海
（
天
王
中
）

第
３
位
佐
藤

匠
（
天
王
南
中
）

〈
中
学
校
２
年
生
男
子
の
部
〉

優
勝
佐
々
木
優
夢
（
羽
城
中
）

準
優
勝
渡
部
大
夢
（
天
王
中
）

第
３
位
高
橋
遼
基
（
羽
城
中
）

第
３
位
鈴
木
寿
稀
（
羽
城
中
）

〈
中
学
校
女
子
の
部
〉

優
勝
伊
藤
里
奈
（
天
王
中
）

準
優
勝
藤
田
芽
依
（
天
王
中
）

第
３
位
伊
藤
凛
々
子
（
羽
城
中
）

第
３
位
金
子
美
久
（
羽
城
中
）

〈
最
優
秀
選
手
賞
〉

伊
藤

怜
照
井
優
芽

佐
々
木
優
夢

伊
藤
里
奈

第
１
回
秋
田
県
幼
・
小
低
学
年
個
人
剣
道

錬
成
大
会

（
１
月

22日
／
県
立
武
道
館
）

主
催
秋
田
県
剣
道
道
場
連
盟

〈
３
年
生
の
部
〉

第
３
位
菅
原
高
嶺
（
昭
和
ス
ポ
少
）

〈
４
年
生
の
部
〉

第
３
位
石
黒

波
（
天
王
館
道
場
）

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
大

会
の

結
果

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

（
敬

称
略

）

▲中
学
年
の
部
優
勝

「
潟
上
バ
レ
ー
Ｄ
」
チ
ー
ム
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2011年度ベストイレブン
潟上市から２人が選出される

１月16日、県サッカー協会では、2011年度の小中高校

生各部門のベストイレブン（優秀選手賞）を発表し、当

市から中学生部門では、小玉裕
ゆう

翔
と

さん（羽城中３年・昭

和豊川上虻川）、小学生部門では、加賀屋幹
かん

太
た

くん（追

分小６年・天王字上北野）の２人が選出されました。

小玉さんは、小学２年からサッカーを始め、現在は秋

田市にあるサッカーチーム「エスポルチ秋田」に所属し

ています。

また加賀屋くんは、小学１年から市内のスポ少「ＦＣ

追分ウイングス」でサッカーをしています。

全日本マスターズレスリング選手権

フレッシュマンズの部85㌔級で

土肥芳宏
よしひろ

さん（飯田川）が優勝

１月15日、第11回全日本マスターズレスリング選手権

が東京都・青少年総合センターで開催され、30歳以上で

社会人から競技を始めた選手が対象となるフレッシュマ

ンズの部85㌔級で土肥芳宏さん（飯田川下虻川）が見事

に優勝を飾りました 。

土肥さんは、４年前から飯田川レスリングスポーツ少

年団で自分の子どもと一緒にレ

スリングを始め、現在は同スポ

少の指導者として、子どもたち

に指導をしながら自らも競技に

取り組んでいます。

土肥さんは、「今後も子ども

と一緒にレスリングを楽しんで

できれば」と話してくれました。

このあとも子どもたちと一緒

に活躍されることを期待します。
▲土肥芳宏さん▲小玉裕翔さん ▲加賀屋幹太くん

昨
年

11月

19日
・

20日
の
２
日
間
、
東
京

都
・
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
開
催
さ
れ

た
全
国
社
会
人
オ
ー
プ
ン
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
に
お
い
て
、
本
市
出
身
の
板
倉
史
也
さ
ん

（
東
京
都
中
央
区
在
住
・
天
王
字
追
分
出
身
）

が
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

66㌔
級
で
見
事
に

優
勝
を
飾
り
、
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
の
最

優
秀
選
手
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

板
倉
さ
ん
は
、
小
学
２
年
か
ら
レ
ス
リ
ン

グ
を
始
め
、
秋
田
経
済
法
科
大
学
附
属
高
校

（
現
・
明
桜
高
）
か
ら
青
山
学
院
大
学
と
進

み
、
現
在
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
株
式
会

社
エ
ス
・
ピ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
勤
め
、

母
校
の
青
山
学
院
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
コ
ー

チ
を
し
な
が
ら
競
技
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

大
学
在
学
中
の
平
成

18・

19年
に
は
、
全

日
本
大
学
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選
手
権
で
２
連

覇
を
達
成
。
ま
た
平
成

19年
２
月
に
デ
ー
ブ
・

シ
ュ
ル
ツ
（
米
国
）
で
開
催
さ
れ
た
国
際
大

会
で
は
現
役
の
世
界
王
者
を
破
る
な
ど
、
す

ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

今
大
会
に
は
、
で
き
る
だ
け
練
習
時
間
を

取
っ
て
臨
み
、
得
意
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
勝
負
に

つ
な
げ
る
試
合
を
展
開
し
、
優
勝
を
手
に
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
の
優
勝
を
き
っ
か
け

に
、
再
び
日
本
の
ト
ッ
プ
選
手
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
、
昨
年
の
年
末
か
ら
全
日
本
合
宿

に
も
参
加
。
今
年
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
選
手

権
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
な
ど
、
結

果
次
第
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

板
倉
さ
ん
は
「
こ
の
あ
と
の
一
つ
一
つ
の

大
会
で
、
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

【
お
詫
び
】

広
報
か
た
が
み
１
月
号

13ペ
ー
ジ
・
全
日
本

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
の
入
賞
者
の
記
事
で
、
グ

レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

66㌔
級
で
準
優
勝
し

た
板
倉
史
也
さ
ん
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

全
国
社
会
人
オ
ー
プ
ン
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

板
倉
史 ふ
み也 や

さ
ん（
潟
上
市
出
身
）が
グ
レ
コ

66㌔
級
で
優
勝
！

▲相手選手を押さえ込む板倉史也さん
【写真提供・日本レスリング協会】
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市役所からのお知らせ

臨時・非常勤職員登録制度のお知らせ

市では、一般事務補助・幼稚園教諭・保育士・施設

管理人などに欠員が生じた場合や一時的に業務が増え

た場合など、臨時的に仕事をお願いできる方の登録制

度を行っています。（登録期間：登録した翌年３月末

まで）

■職種（複数登録可）

一般事務補助、幼稚園教諭、保育士、保育補助員

幼児バス添乗員、保健師、助産師、栄養士

介護支援専門員、介護認定調査員（有資格者）

学校生活支援員、児童クラブ指導員、児童厚生員

給食調理員、清掃作業員、校務員、屋内施設管理人

野外施設管理人、建設作業員、バス運転手

■登録するには…

市役所各庁舎総合窓口センター、追分出張所にある

申請書および履歴書（写真貼付）に必要事項を記入し、

総務課または市役所各庁舎総合窓口センターに提出し

てください。なお郵送の場合は、下記郵送先へお願い

します。（申請書・履歴書は、市ホームページからも

ダウンロードできます）

●郵送先

〒010-0201 潟上市天王字上江川47－100

潟上市役所 総務課

■任用について

市では、臨時・非常勤職員が緊急に必要となった場

合に、登録者の中から条件に合う方を選考し、面接に

より任用者を決定します。

公募する際は、求人情報の

通知はしません。ハローワー

ク等の求人情報で確認してく

ださい。

※申請書の受付により登録と

なりますが、任用を保障す

るものではありません。

●お問い合わせは…

総務課（�878-9801)

税金（保険料）は、忘れずに最寄りの庁舎または金

融機関で納めましょう。便利な口座振替納税もありま

すので、ぜひご利用ください。

災害、病気、失業などにより納期限までに納税が困

難な場合は税務課収納班までご相談ください。

また減免を受ける場合は、申請書の提出が必要です。

減免申請書は、市役所各庁舎総合窓口センターにあり

ますので、納期限の７日前までに申請してください。

●課税・減免については…税務課（�878-9803）

●後期高齢者医療については…市民課（�877-7801）

●口座振替・納税相談については…税務課収納班（�878-9804）

国民健康保険税第８期
後期高齢者医療保険料普通徴収第８期

平成

23年度

納期限は２月29日（水）です

今月の納税相談日は

２月26日（日）です

市では、毎月最終日曜日に納

税相談を行っています。

市税の納付もできますので、

ご利用ください。

と き ２月26日（日）

８時30分～17時15分

ところ 市役所天王庁舎２階

税務課収納班

●お問い合わせは…税務課収納班（�878-9804）

インターネット上の

悪質サイトに注意しましょう！

懸賞サイトに登録後「メル友になって」「芸能人○

○の悩みを聞いてほしい」「あなたに○○円を援助し

たい」といったメールが届き、やりとりをしたがうそ

だったためメール交換費用を返金して欲しいという相

談が多数寄せられています。しかし、サイトの詐欺性

や不法行為を立証するのは極めて難しく返金されない

ケースがほとんどです。

サイトへの登録やメールの交換は、利用規約などを

しっかり確認して慎重に行いましょう。心配な時は、

生活環境課の消費生活相談窓口へ相談しましょう。

●お問い合わせは…生活環境課（�877-7802）



平成23年度

市の入札結果
市が発注する工事（工事費の予定価格250万円以上）

の入札結果についてお知らせします。表記は工事名称

／工事場所／請負業者／契約金額／工期の順です。

●お問い合わせは…財政課（�878-9805）

◆潟上漁港江川護岸機能保全工事／天王字江川地内／

㈱村山組／19,950,000円／平成23年12月22日～平成24

年３月10日 ◆豊川地区集落排水処理施設高度処理化

工事／昭和豊川槻木字塔田155／山岡工業㈱／8,715,000

円／平成23年12月22日～平成24年３月９日 ◆新道地

区災害復旧工事／飯田川飯塚字水神端地内／㈲センケ

ン／2,625,000円／平成23年12月28日～平成24年３月15日

14

下水道を正しく使用しましょう

下水道は公共の財産です。ルールを守り正しく使用

しましょう。下水道を使用するときは、次の事項に留

意してください。

■ご家庭の皆さんへのお願い

・台所では、皿などに残った油汚れは吸い取り紙など

で拭き取って可燃ゴミへ。また天ぷら油などの廃油

は、油を固める製品で処理し、可燃ゴミとして処分

してください。

・トイレでは、トイレットペーパー以外のもの（紙お

むつ、生理用品、タオル、ティッシュペーパーなど

水に溶けないもの）は流さないでください。

■飲食店等の皆さんへのお願い

・グリーストラップ（厨房から出る油脂分や食べ物の

くずを除去する装置）を正しく管理してください。

※飲食店や業務用厨房施設の排水には多量の油脂分が

含まれているため、グリーストラップの定期的な点

検・清掃が必要です。

◆グリーストラップの管理方法

①バスケットに溜まったゴミ等の清掃を１日１回し

ましょう。

②水面に浮いたくず、油脂分の除去を週に１回しま

しょう。

③槽底部の沈殿物等の清掃を月に１回しましょう。

●お問い合わせは…上下水道課（�855-5121）

もっと野菜を＆もっと運動を

～生活習慣病を予防するために～

生活習慣病を予防するために、次のとおり教室を開

催します。参加無料です。

と き／ところ

２月22日（水）12時30分～ 飯田川保健福祉センター

２月29日（水）12時30分～ 天王保健センター

内 容 ①ミニ講話

②簡単調理「もっと野菜を」

（１日350㌘の野菜のとり方）

③運動「もっと運動を」

講師 星 良子さん（健康運動指導士）

※動きやすい服装で参加してください。

持 ち 物 エプロン、内ズック

申込期限 ２月17日（金）定員各30人

●お申込み・お問い合わせは…

健康推進課（�855-5115）

天王保健センター（�878-6570）

飯田川保健福祉センター（�855-5180）

農業利用集積円滑化事業のご案内

■潟上市バドミントン大会

主 催 潟上市バドミントン協会

と き ２月26日（日）開会式９時～

と こ ろ 天王総合体育館

種 目 ダブルス（男女各１・２・３部）

参 加 費 市内在住者 １人1,000円（保険代含む）

市外者 １人1,500円（保険代含む）

※参加費は当日集めます。

申込期限 ２月17日（金）

●お申込み・お問い合わせは…市バドミントン協会

渋谷（�090-4554-6302）菅生（�090-4632-5744）

市協会主催大会 参加者募集

市役所からのお知らせ

この事業は、農業者が農地を集積し、効率的に利用

するため、農地利用集積円滑化団体（潟上市）が農地

の所有者から委任を受けて、農地の貸し借りの仲介や

手続きを行うものです。

農地を借りる人は、所有者と直接交渉する必要がな

く、分散している農地を面的にまとめて農作業の効率

化を図ることができます。

「農地の借り手が見つからない」「農地を借りて経

営規模を拡大したい」「農地を集積して作業の効率化

を図りたい」といった方は、ぜ

ひご利用ください。

●お問い合わせは…

産業課（�855-5120）
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職 種 栄 養 士

募 集 人 数 １ 人

勤 務 場 所 追分保育園

勤 務 内 容 給食管理業務全般

勤 務 時 間
月～金曜日 ８時30分～16時30分

（１日７時間勤務）

任 用 期 間

平成24年３月１日～

平成24年３月31日

※翌年度へ更新する可能性あり

報 酬 時間額 1,000円

保 険 社会保険、雇用保険

必要な資格 栄養士資格

募 集 期 限

２月13日（月）まで履歴書（写真貼

付）を総務課（天王庁舎）へ持参また

は郵送してください。

お問い合わせ 幼児教育課（�877-7804）

●お申込みは…
〒010-0201 潟上市天王字上江川47－100
潟上市役所 総務課

潟上市
非常勤職員募集

求人
平成24年度

交通災害・不慮の災害共済

早期申込期間 ２月１日（水）

～３月31日（土）

※４月１日以降の申し込みの場合は、

加入期間が申し込み日の翌日から

平成25年３月31日までとなります。

申込方法 広報かたがみ２月号と一緒に配布した加入

申込書に必要事項を記載し、掛金を添えて

お申込みください。

申込場所 秋田銀行・北都銀行本支店、郵便局

天王・昭和庁舎総合窓口センター

追分出張所、生活環境課（飯田川庁舎）

掛 金 ・交通災害共済 年額400円

※今年４月に入学する小学１年生は無料。

・不慮の災害共済 年額600円

●お問い合わせは…生活環境課（�877-7802）

家族そろってセットで加入し

「安心の和」を広げましょう！

登記、戸籍、国籍、供託、人権擁

護などの相談に応じます。相談は無

料、事前予約は必要ありません。

●お問い合わせは…

秋田地方法務局（�862-1428）

全国一斉
法務局休日相談所

医療費が高い、介護のことをもっ

と知りたい、生活費が不足している

などでお困りの方は一人で悩まずご

相談ください。（先着３人）

●お申込み・お問い合わせは…

健康推進課（�855-5115）

ソーシャルワーカーによる
無料困りごと相談会

と き ２月24日（金）13時～16時

ところ 天王保健センター

申込期限 ２月22日（水）

潟上市自殺予防推進連絡会（ハッ

ピーネット）では、家族間の悩みや

お困りのことなど、さまざまな悩み

について電話相談を開催しています。

直接面談したい方は、追分西北こと

ぶき荘においでください。（事前申込

不要）

●ご相談・お問い合わせは…

ハッピーネット（�873-8117）

困困っったたととききのの相相談談窓窓口口 お気軽にご相談ください

秋田県司法書士会では、相続、贈

与、売買、借金、多重債務などの相

談に応じます。電話での予約が必要

です。

●お申込み・お問い合わせは…

潟上市社会福祉協議会

天王センター（�878-6538）

昭和センター（�877-5017）

飯田川センター（�877-2627）

秋田県司法書士会
司法書士による無料相談会

いのちの電話相談
「悩まず相談、気軽に電話」

と き ２月16日（木）13時～16時

ところ 市役所飯田川庁舎２階

病気のこと、食事のことなどで気

になることをご相談ください。血圧・

体脂肪を測定することもできます。

●お問い合わせは…

健康推進課（�855-5115）

健康相談日

と き ２月20日（月）13時～16時

ところ

市役所昭和庁舎健康推進課

（�855-5115）

天王保健センター

（�878-6570）

飯田川保健福祉センター

（�855-5180）

と き
２月１日（水）・15日（水）

29日（水）10時～15時

と き ２月12日（日）10時～16時

ところ
秋田市民交流プラザ

「アルヴェ」（秋田駅東口）

弁護士による多重債務の無料相談

会を開催します。電話での予約が必

要です。

●お申込み・お問い合わせは…

県生活センター（�835-0999）

県生活センター主催
多重債務無料相談会

と き
２月５日（日）・19日（日）

９時～17時

ところ
秋田県生活センター

（秋田市中通アトリオン７階）
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育英会への寄付のお願い

育英会では、奨学金貸与生のため寄付金の受付を随時行っています。お寄せいただいた寄付金は、将来有用の

人材育成のため大切に使わせていただきます。

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
夏

井
幸
子
さ
ん
（
昭
和
豊
川
）
が
、
平

成

24年
１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
で
す
。

ま
た
、
平
成

18年
か
ら
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
高
橋
悦
子

さ
ん
（
昭
和
大
久
保
）
が
１
月
１
日

付
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
高
橋
さ
ん

の
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
し
法
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
で

人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
見
守
り
、

侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
相
談

相
手
と
な
っ
て
救
済
を
図
る
な
ど
、

人
権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
委
員
の
紹
介

夏
井
幸 さ
ち子 こ

さ
ん

昭
和
豊
川（

�８
７
７
・
５
５
８
７
）

●
人
権
擁
護
委
員
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
課

（

�８
７
８
・
９
８
０
１
）

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

市育英会では、平成24年度奨学金貸与生を募集します。優秀でありながら

経済的理由で修学が困難な学生に対して奨学金を貸与します。

潟上市育英会進学支援奨学金

■対象となる方（次の要件を全て満たしていること）

①潟上市に２年以上在住し、平成20年１月１日以降に

経済状況の悪化などにより失業した方の子

②平成24年４月に高等学校・高等専門学校・専修学校・

専門学校・短期大学・大学およびこれに準ずる学校

に進学予定の方

※４月に入学一時金として一括貸与します。

潟上市育英会奨学金

■対象となる方（次の要件を全て満たしていること）

①潟上市に２年以上在住し、高等学校（私立高等学校

に限る）、高等専門学校（４年生以上）、専修学校、

各種学校、短期大学、大学およびこれに準ずる学校

に進学が決まった方、もしくは在学生

②成績優秀、品行方正で学費の支払いが困難と認めら

れる方。また、必ず一定の期間内に返還できる方

※審査会で貸与生の選考を行い、結果を通知します。

区 分 貸与額 定員 返還期間 返還方法

高等学校
高等専門学校

150,000円

20人
程
度

卒業後１年据え
置き、次年度か
ら高等学校・高
等専門学校は６
年以内、専修・
各種学校、短期
大学、大学は８
年以内。

毎月定額の返還
か、年１回もし
くは２回の一時
金返還を選択で
きます。

専修・各種学校
短期大学
大 学

300,000円

申込期間 ３月１日（木）～３月16日（金）（必着）

申込方法 潟上市育英会事務局（市役所飯田川庁舎）および市役所各庁舎総合窓口センター、追分出張所にある

申込用紙に必要事項を記入し、潟上市育英会事務局に持参してください。

※申込用紙（募集要項）は、２月15日（水）から各窓口で配布します。

●お申込み・お問い合わせは…潟上市育英会事務局（総務学事課内�877-7803）

区 分 貸与月額 定員 貸与期間 返還期間 返還方法

高等学校
（私立高等学
校に限る）

13,000円
以内

25人
程
度

進学する学
校の最短修
業年限（例：
高校は３年、
大学は４年
等）。休学
期間は貸与
停止とし、
留年期間の
貸与延長は
しません。

貸与終了後
１年据え置
き、次年度
から貸与期
間の２倍の
期間内で返
還。ただし、
貸与期間が
４年以上の
場合は８年
以内。

毎月定額の
返還か、年
１回もしく
は２回の一
時金返還を
選択できま
す。

国立高専
（４年生以上）

15,000円
以内

専修・各種学校
30,000円
以内

短期大学
30,000円
以内

大 学
30,000円
以内



こども実行委員による
手作りの「こども映画祭」開催！
児童館では、市子ども会育成会連絡協議会と共催

によるこども映画祭を１月12日（木）昭和公民館で開

催し、市内の子どもたち約260人が参加しました。

この映画祭は、市内小・中学生24人による「こど

も実行委員」が、児童厚生員のサポートを受けなが

らチケットやポスターなどを制作、それぞれの学校

での広報活動などを行い準備をしてきました。

当日は、会場設営や案内、司会・音響担当を務め、

来場者のチケットを切ったり自分たちで作ったポッ

プコーンやジュースを手渡すなど、映画祭のスタッ

フとして活躍しました。

こども実行委員が登場キャラクターを紹介した後、

命の大切さと友情を描いた映画「シャーロットのお

くりもの」が上映され、参加した子どもたちは、楽

しいひとときを過ごしました。

17

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29

が休館日 ※11月～３月の平日は17時閉館

潟上市図書館
昭和学習館 ２月の休館日のお知らせ

昭和公民館（�855-5130）

「特別公開講座」参加者募集
秋田県美の国カレッジ「特別公開講座」を開催し

ます。参加希望の方は、昭和公民館にご連絡ください。

と き ３月４日（日）10時～11時30分

ところ 昭和公民館

講 師 五十嵐 經
おさむ

さん（大館市立釈迦内小学校長）

演 題 「三湖伝説」

地元で語り継がれる八郎太郎伝説を中心に、たつ

こ姫伝説との関係に注目しながら物語を解説します。

●お申込み・お問い合わせは…昭和公民館へ

「凧づくり講習会」参加者募集
潟上市凧あげ大会用の凧を作りませんか。

と き ２月４日（土）９時30分～12時

と こ ろ 昭和公民館

対 象 小学５年生以上の方

※親子での参加もOK

参 加 費 200円（材料代）

定 員 先着50人

申込期限 ２月２日（木）

●お申込み・お問い合わせは…昭和公民館へ

第７回潟上市凧あげ大会開催！
冬の風物詩「凧あげ大会」を行います。手作りの

凧であればどなたでも参加できますので、大会当日、

凧を持って大会本部で受付をしてください。

主 催 潟上市凧の会

後 援 潟上市・潟上市教育委員会

と き ２月12日（日）９時～

ところ 昭和工業団地（国道101号沿線）

●お問い合わせは…昭和公民館（�855-5130）

～楽しいお話がいっぱいです！～

絵本の読み聞かせ
■「お話の広場」
と き ２月18日（土）13時30分～14時30分

ところ 潟上市図書館（絵本コーナー）

内 容 絵本の読み聞かせ、紙芝居ほか

●お問い合わせは…潟上市図書館（�878-6688）

■「昭和おはなしかい」
と き ２月４日（土）11時～11時30分

ところ 昭和学習館（絵本コーナー）

●お問い合わせは…昭和学習館（�877-7305）

▲こども実行委員の皆さん
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子育て支援センターの開放時間や行事などをお知らせします。

親親子子遊遊びびののひひろろばば
とと きき 月月曜曜日日～～金金曜曜日日 ９９時時3300分分～～1155時時

持持ちち物物 食食べべ物物、、飲飲みみ物物、、おおししぼぼりり、、着着替替ええ、、タタオオルル

オオムムツツ、、ごごみみ・・汚汚れれ物物をを入入れれるるビビニニーールル袋袋

※おじいさん、おばあさんもお孫さんと一緒に遊びに来てく
ださい。

子育て支援センターだより

今今今今今月月月月月のののの行行行行行事事事事事

■若竹子育て支援センター（若竹幼児教育センター内）
所在地：飯田川下虻川字八ツ口80（�877-4050）

と き 内 容

２月２日（木）
10時～12時

オオニニははそそとと！！ふふくくははううちち！！「「豆豆ままきき会会」」
みんなでオニの面を作ったところに、本物の
オニが登場。豆まきをしてオニを退治しちゃお
う!!「昭和おはなしかい」による絵本の読み聞
かせもあります。
ところ 飯田川公民館ホール
持ち物 親子の食べ物、飲み物

２月16日（木）
10時～12時

身身体体測測定定
母母子子相相談談日日

２月23日（木）
10時～11時

２２月月生生ままれれののおお誕誕生生会会

■天王子育て支援センター（天王保健センター内）
所在地：天王字上江川47-610（�878-9809）
E-mailkosodate-ce@city.katagami.lg.jp

と き 主な対象 内 容

２月３日（金）
10時30分～
11時30分

０歳児
身身体体測測定定ととふふれれああいい遊遊びび
おうちでもできるふれあい遊びを楽
しみましょう。

２月９日（木）
10時30分～
11時30分

就園前の
子 ど も

ポポケケッットトささんんのの絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ
２２月月生生ままれれののおお誕誕生生会会
１１・・２２歳歳のの身身体体測測定定

２月24日（金）
10時30分～
11時30分

就園前の
子 ど も

ひひなな人人形形工工作作ををししよようう
もうすぐ桃の節句。親子で工作を楽
しみましょう。

※対象年齢は利用の目安です。それ以外の子どもも利用できます。
※インターネットの閲覧ができます。情報収集にどうぞ。

天王子育て支援センター 子育てママのリフレッシュ講座

「寒い冬！エアロビクスでパワーアップ！」

運動不足になりやすい時期です。エアロビクスで心

と体をリフレッシュしましょう。（参加無料）

と き ２月17日（金）10時30分～11時45分

と こ ろ 天王公民館

講 師 石井 亜紀さん（エアロビック指導員）

対 象 就学前の子どもを持つお母さん

持 ち 物 内ズック、バスタオル、飲み物

申込期限 ２月10日（金）

※受講中、託児（無料）をします。参加申込みの際、

託児を利用することをお伝えください。

●お申込み・お問い合わせは…

天王子育て支援センター（�878-9809）

若竹子育て支援センター 子育てママのリフレッシュ講座

「コースター・しおり作り」
心地よい木の香り・ぬくもりを感じてみませんか。

（参加無料）

と き ２月８日（水）10時～11時30分

と こ ろ 若竹幼児教育センター地域支援室

講 師 「工房きくち」（五城目町）

持 ち 物 おしぼり、はさみ

申込期限 ２月６日（月）定員10人

※受講中、託児（無料）をします。参加申込みの際、

託児を利用することをお伝えください。

●お申込み・お問い合わせは…

若竹子育て支援センター（�877-4050）

昭和子育て支援センター

「給食試食会」を開催します

保育園の給食を親子で食べて見ませんか。

と き ２月21日（火）11時～12時30分

と こ ろ 昭和子育て支援センター

対 象 今春保育園に入園予定の子どもとその保護者

持 ち 物 ご飯、飲み物、箸、おしぼり

子ども用のエプロン・スプーン・フォーク

参 加 費 １組380円

申込期限 ２月14日（火）定員５組

●お申込み・お問い合わせは…

昭和子育て支援センター（�877-2629）

■昭和子育て支援センター（昭和中央保育園内）
所在地：昭和大久保字高田50（�877-2629）

と き 内 容

２月７日(火)
10時30分

～11時
昭昭和和おおははななししかかいいのの絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ

※冬期間は、園の玄関からお入りください。
※雪あそびは毎日できます。園児といっしょに楽しみましょう。
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●お問い合わせは…

健康推進課 （�855-5115）

天王保健センター （�878-6570）

飯田川保健福祉センター（�855-5180）

風邪などで体調が悪いときは、健診や予防接種の受診

をご遠慮ください。該当する健診を受診できなかった場

合は、上記にお問い合わせください。

■乳幼児健診 受付時間：12時30分～13時

●４カ月児健診

対象月齢 と き ところ

平成23年９月生 ２月１日（水） 飯田川保健福祉センター

●７カ月児健診

対象月齢 と き と こ ろ

平成23年６月生 ２月７日（火） 飯田川保健福祉センター

●１歳半児健診

対象月齢 と き と こ ろ

平成22年７月生 ２月８日（水）
天王保健センター

平成22年８月生 ３月１日（木）

●２歳半児歯科健診

対象月齢 と き と こ ろ

平成21年７月生 ２月17日（金） 天王保健センター

●３歳半児健診

対象月齢 と き と こ ろ

平成20年７月生 ２月14日（火） 天王保健センター

らっこちゃん広場 天王地区保育園

と き ２月９日（木）10時～11時

ところ 追分保育園（�873-5159）

と き ２月16日（木）10時～11時

ところ
二田保育園（�878-3100）
湖岸保育園（�878-2230）

内 容 ふれあい遊びを楽しみましょう

わくわく広場 昭和地区保育園

と き ２月７日（火）10時～11時

ところ
昭和東保育園（�877-2531）
昭和西保育園（�877-3108）

内 容 親子でおひなさまを作りましょう

市で１月に行った３歳半児健診で、今までむし歯

が１本もなかったお子さんは14人でした。むし歯の

ないきれいな歯をいつまでも大切にしましょう。

阿 部 美彩乙さん

石 川 未 悠さん

伊 藤 優 菜さん

小 玉 藍 翔さん

小 村 奏 太さん

櫻 庭 亜 未さん

佐々木 優 菜さん

田 川 千 寛さん

田 仲 瑠 偉さん

奈 良 一 蕗さん

船 木 大 空さん

藤 原 悠 仁さん

村 山 敦 大さん

山 崎 陽 愛さん
※母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。

アンケートはしっかり記入しましょう。

※10カ月児健診は医療機関で行います。詳しくは７カ月児

健診時にお知らせします。

子育てサポート かたがみぱぁく

「おしゃべりたいむ」でリフレッシュ

お子さんと一緒に遊びに来て

交流しませんか？地域の皆さん

もぜひどうぞ。（参加無料）

と き ２月21日（火）

10時～12時

ところ 男女共同参画センター「ウィズ」

（羽城中駐車場内）

●お問い合わせは…かたがみぱぁく宮田（�877-3610）

第１回子どもの未来を食で育もう勉強会
大震災から１年。今、私たちが知りたい食のこと

主 催 ｈｕｇ組（はぐくみ）ジャパン

と き ２月12日（日）11時～15時

と こ ろ 昭和公民館

内 容 村上東秋田大学教授と長濱健一郎県立大学

教授による原発事故後の食の安全や暮らしをテーマに

した勉強会、昼食懇談会、意見交換会など。

参 加 費 500円（高校生以下無料）

申込期限 ２月10日（金）定員100人

※どなたでも参加できます。

●お申込み・お問い合わせは…

ｈｕｇ組ジャパン 菊地（�877-6306）
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問
い
合
わ
せ
は
…

県
ひ
と
り
親
家
庭
就
業
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
（

�８
９
６
・
１
５
３
１
）

と
き
２
月

19日（
日
）９時
～

12時

と
こ
ろ
①
湖
東
地
区
消
防
本
部

②
男
鹿
地
区
消
防
本
部

受
講
料
無
料

申
込
期
限
２
月

18日（
土
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

①
湖
東
地
区
消
防
本
部

（

�８
７
４
・
２
４
２
０
）

②
男
鹿
地
区
消
防
本
部

（

�０
１
８
５
・
２
３
・
３
１
３
９
）

主
催
潟
上
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会

と
き
２
月
３
日（
金
）

９
時

30分
～

11時

30分

と
こ
ろ
天
王
公
民
館

対
象
潟
上
市
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
方（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
２
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※
レ
ク
協
会
員
は
無
料
。

申
込
期
限
２
月

22日（
水
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
土
井

（

�８
７
３
・
５
７
８
８
）

県
で
は
、
八
郎
湖
岸
の
伐
採
木
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の

方
々
へ
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

提
供
条
件

・
１
人
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
ま
で

・
転
売
等
、
営
利
目
的
に
使
用
し
な

い
こ
と

予
定
数
量
軽
ト
ラ
ッ
ク

60台
分
程

度
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

申
込
受
付
期
間

２
月
６
日（
月
）～

10日（
金
）

９
時
～

17時（
土
・
日
曜
日
除
く
）

伐
採
木
の
提
供
期
間

２
月

20日（
月
）～

24日（
金
）

９
時
～

15時（
土
・
日
曜
日
除
く
）

伐
採
木
の
状
況
長
さ
１
～
１
・
５

㍍
程
度
に
切
断
し
た
直
径
３
～

15㌢

程
度
の
マ
ツ
、
ヤ
ナ
ギ
等

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

㈱
住
建
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

（

�８
３
６
・
６
８
０
８
）

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
上
積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行

う
、
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

年
金
額
を
自
分
で
設
計
し
て
増
減

す
る
こ
と
も
可
能
で
、
掛
金
は
全
額

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
な

り
、
受
け
取
る
年
金
に
も
「
公
的
年

金
等
控
除
」
が
あ
る
な
ど
、
税
制
面

で
も
優
遇
さ
れ
ま
す
。

次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
し
た
方

が
加
入
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

②
秋
田
県
内
に
住
所
の
あ
る
方

③

20歳
～

60歳
未
満
の
方

お
問
い
合
わ
せ
は
…

秋
田
県
国
民
年
金
基
金

（

�０
１
２
０
･６

５
･４

１
９
２
）

平
成

24年
前
期
（
平
成

24年
４
月

１
日
～
９
月

30日
）
の
科
目
等
履
修

生
（
受
講
科
目
の
単
位
取
得
可
）
お

よ
び
聴
講
生
（
授
業
の
聴
講
は
可
能
。

単
位
修
得
は
不
可
）
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限
２
月

17日（
金
）

費
用
①
入
学
検
定
料
９
８
０
０

円
②
入
学
金
２
万
８
２
０
０
円

③
１
単
位
当
た
り
の
授
業
料
科
目

等
履
修
生
１
万
４
８
０
０
円
、
聴
講

生
７
４
０
０
円

※
以
前
に
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生

で
あ
っ
た
方
は
、
①
と
②
が
免
除
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

秋
田
県
立
大
学
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（

�８
７
２
・
１
５
０
０
）

秋
田
大
学
医
学
部
で
は
、
学
生
が

人
体
の
構
造
と
仕
組
み
を
正
し
く
理

解
し
、
立
派
な
医
師
と
し
て
成
長
す

る
た
め
の
献
体
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
献
体
」
と
は
、
自
分
の
遺
体
を

医
学
教
育
に
役
立
て
た
い
と
志
す
方

が
生
前
に
登
録
し
、
死
後
遺
族
の
方

か
ら
ご
遺
体
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

秋
田
大
学
医
学
部
白
菊
会

（

�８
８
４
・
６
０
３
０
）

お
子
さ
ん
が
「
友
達
と
う
ま
く
な

じ
め
な
い
」
「

落
ち

着
き
が
な
い
」

な
ど
悩
ん
で
い
る
方
は
、
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
毎
月
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招

い
て
い
ま
す
。（

事
前
申
込
不
要
）

と
き
２
月

14日（
火
）10時
～

12時

と
こ
ろ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」

お
問
い
合
わ
せ
は
…

ス
マ
イ
ル
ツ
リ
ー
の
会
伊
東

（

�８
７
８
・
７
４
８
０
）

募
集
職
種

介
護
職
員
（
若
干
名
）

資
格

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

申
込
期
限
２
月

15日（
水
）

※
社
会
保
険
・
退
職
共
済
・
賞
与
有
。

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
昭
寿
苑

昭
和
大
久
保
字
北
野
海
老
漉
沼
端

74-３
（

�８
７
７
・
６
４
１
１
）

20

講
座
・
講
習

「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」
開
催

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

「
定
期
救
命
講
習
会
」
開
催

「
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
」
開
催

お
知
ら
せ

八
郎
湖
岸
の
伐
採
木
を

無
償
提
供
し
ま
す

あ
な
た
の
年
金
を

増
や
し
ま
せ
ん
か

秋
田
県
立
大
学
科
目
等

履
修
生
・
聴
講
生
を
募
集
中

医
学
の
進
歩
・
発
展
の
た
め

「
献
体
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

小
・
中
学
生
保
護
者
の
方
へ

「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
開
催

求
人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
昭
寿
苑

臨
時
職
員
募
集

く
ら
し
の

情
報
く
ら
し
の

情
報
く
ら
し
の

情
報
く
ら
し
の

情
報

森永保存用とうふあります
カルダス看板の店

お電話でのご注文　配達致します！！
Tel 878-5888　Fax 878-7886

鎌
か ま

　慶
け い

　商
しょう

　店
て ん森

永
牛
乳

あなたの健康応援します !!

鎌
か ま

慶
け い

商
しょう

店
て ん

広告 厳しい冬を越えてこそ、やがて希望の春来たる!!

★森永保存用とうふ･贈答用に好評販売中

★お電話＆ＦＡＸご注文 �ご自宅までお届け致します!！

★出戸小・出戸幼近く �森永カルダス看板の店

天王温泉くらら 広告

５月★日（★）

●温泉営業時間（21：30最終）

9：00～22：00
●休館日
２月13日（月）

天王グリーンランド株式会社
ＴＥＬ０１８－８７８－９８７７
潟上市天王字江川上谷地109－2

平成24年新春歌始め
2月5日（日）午後1時大広間

第一部 カラオケ決勝大会入賞者
第二部 みなと楽唄会
第三部 アコーステックギター弾き語り

川崎・2tom（ツトム）
第四部 民謡タイム 遠藤じろう

宴会ご予約好評承り中！
お膳 4,200円 お昼膳3,000円
卓料理3,150円
飲み放題「２時間」 2,000円
生ビール飲み放題「２時間」2,300円



広告 広告

募
集
職
種
①
リ
ハ
ビ
リ
職
員

②
看
護
職
員
③
調
理
職
員

資
格
①
理
学
療
法
士
②
看
護

師
ま
た
は
准
看
護
師
③
不
問
（
調

理
師
歓
迎
）

※
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
（
写
）
、

職
務
経
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

老
人
保
健
施
設
く
ら
か
け
の
里

（

�８
７
８
・
６
６
２
２
）

募
集
職
種
看
護
職
員
・
介
護
職
員

資
格
看
護
師
・
准
看
護
師
免
許
、

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級

募
集
施
設
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

花
し
ず
く
（
飯
田
川
）
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
や
ま
び
こ
（
八
郎
潟
町
）

申
込
期
限
２
月

15日（
水
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

㈲
サ
ク
セ
ス
工
藤

（

�８
５
４
・
８
７
４
９
）

主
催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぱ
っ
ぴ
ー
す

ま
い
る
ま
ま
・
秋
田

と
き
２
月

13日（
月
）10時

30分
～

と
こ
ろ
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
内

「
キ
ラ
☆
星
館
」

対
象
生
後
２
カ
月
～
１
歳
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族

内
容
手
遊
び
、
赤
ち
ゃ
ん
ヨ
ガ
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

参
加
費
５
０
０
円（
材
料
代
）

申
込
期
限
２
月

12日（
日
）

定
員

15人

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

ぱ
っ
ぴ
ー
す
ま
い
る
ま
ま
秋
田
工
藤

（

�０
９
０
･６

８
５
２
･２

１
５
６
）

ふ
る
さ
と
天
王
を
語
ろ
う
！
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
２
月

18日（
土
）

13時
～

と
こ
ろ
日
本
青
年
館
４
階

「
ア
ル
デ
」（
東
京
都
新
宿
区
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

ふ
る
さ
と
天
王
会
事
務
局
石
川

（

�０
３
・
５
４
９
０
・
３
２
６
２
）

世
界
の
人
と
世
界
の
料
理
で
楽
し

く
お
い
し
い
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

マ
イ
箸
と
器
を
持
っ
て
き
て
ね
。

主
催
潟
上
市
国
際
交
流
協
会

と
き
２
月

12日（
日
）

10時
～

14時

30分

（
９
時

30分
～
受
付
）

と
こ
ろ
天
王
公
民
館

参
加
費
１
０
０
円

申
込
期
限
２
月
７
日（
火
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

市
国
際
交
流
協
会
加
藤

（
�０

９
０
･７

０
６
８
･６

７
８
９
）

２
月
の
潟
上
市
は
ラ
ン
ラ
ン
な
見

所
が
満
載
！
く
ら
ら
（
温
泉
・
食
菜

館
）
・
ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
あ
き
た
・
ブ

ル
ー
ホ
ー
ル
（
小
玉
醸
造
）
の
３
つ

の
施
設
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募

す
る
と
、
抽
選
で

15人
に
す
て
き
な

景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
各
施
設
の
応

募
用
紙
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と
き
２
月
１
日（
水
）～

２
月

29日（
水
）

お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
市
商
工
会

（

�８
７
７
・
３
４
５
６
）

◆
ミ
ニ
か
ま
く
ら

inグ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

バ
ケ
ツ
を
使
っ
た
「
ミ
ニ
か
ま
く

ら
づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
で
き

あ
が
っ
た
ミ
ニ
か
ま
く
ら
は
、
夕
暮

れ
に
ろ
う
そ
く
で
点
灯
し
ま
す
。
バ

ケ
ツ
な
ど
の
必
要
な
道
具
は
お
貸
し

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
参
加
無
料
で
す
。

と
き
２
月

11日（
土
）10時
～

16時

と
こ
ろ
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

※
天
候
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、
延
期
・

中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
２
０
１
１
潟
上
市
都
市
公
園

公
園
風
景
写
真
パ
ネ
ル
展
示
会

と
き
２
月

19日（
日
）ま
で

10時
～

16時

と
こ
ろ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
阿
あ

吽 う
ん」

※
月
曜
日
は
休
館
。
ま
た
天
候
に
よ

り
、
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
雪
山
ス
ロ
ー
プ
を
作
り
ま
し
た

天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
広
場
に
、

そ
り
滑
り
用
の
雪
山
ス
ロ
ー
プ
を
作

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（

�８
７
０
・
６
０
０
５
）
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老
人
保
健
施
設
く
ら
か
け
の
里

正
・
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
花
し
ず
く

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
ま
び
こ

介
護
職
員
募
集

催
し
物

親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

in潟
上
市

「
第

38回
ふ
る
さ
と
天
王
会
」

開
催

第
４
回
潟
上
市
国
際
交
流

ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

蘭
ラ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
百
花
繚
蘭
」
の
潟
上
市
へ
！

潟
上
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

献血にご協力ください
献血車巡回日程

2月7日（火）

９時30分～10時30分 ニッポ電工㈱

10時45分～11時30分 JA秋田みなみ天王総合支所

13時00分～16時00分 ポリテクセンター秋田

防災行政無線テレフォンサービス
放送した内容確認にご利用ください

�０１２０－８７６－２６６

携帯電話・ＰＨＳの方は（有料）

�０１８－８７０－６２６６

※災害時だけでなく、通常放送も確認できます。

●お問い合わせは…

生活環境課（�877-7802）

ら
ん
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市では、市長が市民の皆様と直接お会いし、広く

ご意見・ご提言をいただき市民参加のまちづくりを

進めていくことを目的に「市長面会日～ようこそ市

長室へ」を開設しています。面会を希望する方は、

２月13日（月）15時まで、お名前・連絡先・面会内

容をお申し出ください。

面会日 ２月23日（木）

…お申込み・お問い合わせは…

企画政策課（�878�9802）

ようこそ

市 長室へ！

市長交際費
市長交際費は、市長等が市を代表して又は市の利益を

図るために、外部との交際上必要とされる経費です。開

かれたまちづくりのため市長交際費支出状況をお知らせ

します。（※代理出席したものを含む）

項 目 内 訳 件 数 金 額

弔 慰 香典等 2 45,000円

見 舞 災害事故等のお見舞い 0 0円

御 祝

７日：潟上湖東地区保護司会地域別定例
研修会、９日：潟上市連合婦人会役員交
流会、16日：金山分館竣工祝賀会、20日：
潟上市消防団幹部交流会、25日：㈱菅与
組創業90周年記念式典並びに菅原三朗氏
秋田県文化功労章受章祝賀会ほか

16 96,803円

接 遇
市政に関する意見交換会など
に要した費用

0 0円

合 計 18 141,803円

※弔慰（市功労者、現職市議、職員等への香典、生花）

12月分

市長ホットライン
●お問い合わせは…総務課（�878�9801）

２月の市長日程
※日程が変更になる場合があります。

１日（水） 潟上市活性化推進協議会

２日（木） 秋田銀行天王支店あきぎん会

３日（金）
潟上市豊川地域活性化検討委員会
秋田信用金庫昭和・八郎潟・五城目支店合同新年会

４日（土） 潟上市認定農業者協議会研修会及び交流会

５日（日）
飯田川地区合同年祝い会
潟上市６人制バレーボール大会

６日（月） 男鹿市・潟上市・南秋田郡消防広域化協議会

７日（火） 秋田県市町村総合事務組合正副管理者会議

９日（木） 飯田川ことぶき大学修了式

10日（金）
秋田銀行大久保支店あきぎん会
潟上市消防団天王支団新年会

12日（日）
国際交流クッキングパーティー
第16回大崎地区お楽しみ会
秋田建築労働組合天王支部総会

14日（火） 秋田県市町村総合事務組合議会定例会

17日（金）
秋田大学連携協定締結式
秋田組合総合病院運営委員会
北都銀行飯塚支店北都会

18日（土） ふるさと天王会

19日（日）
潟上市家庭バレーボール大会
湖岸地区老人クラブ交流会

22日（水） 秋田県市町村職員共済組合福祉部会

23日（木）
市長面会日
天王南中学校「南風会」

26日（日） 下出戸自治会「市長と語る会」

29日（水） 秋田県市町村職員共済組合理事会・組合会

１月17日から19日までの３

日間、昭和武道館において昭

和・飯田川地区の寒稽古会が

行われ、地元の小中学生から

一般まで大勢の剣士が参加し

ました。

表紙の写真は、一般の剣士

に稽古をつけてもらおうと待っている女子中学生剣

士の表情です。

寒さに耐えながら、自らの身体・精神を追い込み、

そこで自らの弱さに打ち勝ち、自らの前途を開こう

とする様子が視線から伺い取ることができます。

１年の最も寒い時期に行われる寒稽古。子どもた

ちの元気な声が武道館いっぱいに響き渡り、会場は

熱気にあふれていました。

�雪
の
日
が
続
い

て
い
ま
す
、
皆
さ

ん
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
道
を
歩
い

て
い
て
転
倒
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

幸
い
無
傷
で
し
た
が
、
こ
の
時
期

は
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
十

分
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
ね
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
風
邪
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
手

洗
い
・
う
が
い
、
規
則
正
し
い
生

活
な
ど
の
予
防
を
心
掛
け
て
元
気

に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

�広
報
統
計
班
で
は
、
広
報
か
た

が
み
の
編
集
の
ほ
か
、
各
種
統
計

調
査
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

１
月
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
２
月
１
日
付
け
で
、

す
べ
て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象

と
し
た
「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
国
内
の
経
済
活
動
を
把
握
す

る
、
い
わ
ば
「
経
済
の
国
勢
調
査
」

で
す
。
調
査
員
が
配
布
す
る
調
査

票
に
記
入
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

特
に
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
後

の
復
興
の
た
め
の
資
料
を
得
る
た

め
の
重
要
な
調
査
で
も
あ
り
ま
す
。

事
業
所
の
皆
さ
ま
に
は
ご
難
儀
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

編集
後記
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戸戸籍籍のの窓窓
平成23年12月１日～31日届出分

【飯田川地区】

12．６ 三浦 鉄雄さん
（矢 坂・90歳）

12．７ 鶴田ハルヱさん
（羽立１・95歳）

12．28 石川 清晃さん
（中町１・61歳）

【昭和地区】

11．30 鎌田 君子さん
（中 町・86歳）

12．５ 舘岡 千里さん
（山 神・85歳）

12．17 髙橋 恭一さん
（乱 橋・86歳）

12．19 �原 ヒサさん
（野村下・85歳）

12．23 鎌田千代子さん
（元 木・84歳）

12．25 佐藤カネノさん
（古 川・98歳）

12．25 平野 キンさん
（真 形・89歳）

12．28 澤井 和敏さん
（田 屋・59歳）

12．30 小松 ミツさん
（古 川・83歳）

【天王地区】

12．４ 菊地 菊子さん
（北 野・78歳）

12．７ 阿部 ケサさん
（塩口北野・65歳）

12．10 櫻庭ステヱさん
（不動下・98歳）

12．12 櫻庭 重見さん
（江 川・78歳）

12．８ 森田日出子さん
（長 沼・68歳）

12．12 小玉 惠美さん
（上江川・86歳）

12．15 佐々木忠昭さん
（江川上谷地・72歳）

12．20 米谷 慶吉さん
（天 王・58歳）

12．20 菅生 ツナさん
（羽 立・83歳）

12．20 大友 馨さん
（ハラヘ・55歳）

12．23 吉田 傳吉さん
（野 沢・87歳）

12．29 藤原 レコさん
（江 川・88歳）

12．31 加藤ハルヱさん
（二 田・99歳）

1水

2木

3金

4土

5日

平成24年「潟上市飯田川地区合同年祝い会」
（10時30分～飯田川公民館）
潟上市６人制バレーボール大会
（天王総合体育館、市バレーボール協会主催）

6月

7火

8水

9木

10金

11土 建国記念の日

12日 第７回潟上市凧あげ大会（昭和工業団地、潟上市凧の会主催）

13月

14火

15水

16木

17金

18土

19日
潟上市家庭バレーボール大会
（開会式９時～天王総合体育館）

20月

21火

22水

23木

24金

25土

26日
納税相談日
（８時30分～17時15分 市役所天王庁舎）

27月

28火

29水

潟上市の行事予定2月

【飯田川地区】

佐々木 ちはるちゃん（郷 史さん・香 織さん）妹川浜

伊 藤 大 聖
だいせい

くん（大 輔さん・由佳梨さん）駅 前

【昭和地区】

渡 邊 二 湖
に こ

ちゃん（清 志さん・美歌子さん）中 町

鈴 木 琉 月
りゅうき

くん（翔 太さん・三加子さん）駅 前

宮 﨑 龍 人
りゅうと

くん（龍 太さん・裕加里さん）田 屋

【天王地区】

榎 千 愛
ち な

ちゃん（� 雄さん・千 穂さん）追 分

髙 桑 綾 芽
あやめ

ちゃん（仁 志さん・諒 子さん）上江川

佐 藤 禮 市
らいち

くん（竜 市さん・麻 子さん）上北野

戸 田 光 陽
ひなた

くん（光 幸さん・直 美さん）追分西

渡 部 こはくちゃん（真 琴さん・麻衣子さん）追分西

伊 藤 光 柚
み ゆ

ちゃん（新 吾さん・恵 子さん）江 川

板 垣 拓 真
たくま

くん（卓 志さん・美千代さん）北 野

佐 藤 吏 恩
りおん

くん（真 一さん・智 美さん）上北野

宮 﨑 慶
け い

くん（久 春さん・由美子さん）上江川

澤 口 慶
け い

くん（ 誠 さん・絵 美さん）沖中谷地

佐 藤 柊 吏
しゅり

ちゃん（宏 一さん・美 樹さん）上北野

久保市 唯 愛
ゆ あ

ちゃん（ 貴 さん・芳 子さん）北 野

黒 川 瑠 李
る い

ちゃん（ 諭 さん・はるかさん）鶴沼台

柴 沢 颯 吾
そうご

くん（ 隼 さん・美和子さん）棒沼台

秋 葉 海 翔
かいしょう

くん（洋 之さん・英理子さん）追 分

三 浦 結 実
ゆうみ

ちゃん（ 将 さん・亜矢子さん）上江川

菅 原 颯 翔
はやと

くん（悠太郎さん・有 紀さん）長 沼

菅 原 図 南
となん

くん（康 弘さん・咲 子さん）上北野

髙 橋 大 悟
だいご

くん

（達 也さん・アドゥヴィンクラガイン，アナリザさん）江川上谷地

潟潟潟潟上上上上市市市市CCCCMMMM放放放放送送送送予予予予定定定定日日日日時時時時
２月８日（水）14：50ころ ２月10日（金）13：55ころ

２月13日（月）４：52ころ ２月14日（火）10：35ころ

２月23日（木）９：55ころ ２月29日（水）10：35ころ

※秋田朝日放送で放送。放送日時等が変更になる場
合があります。

税税税税税ののののの申申申申申告告告告告相相相相相談談談談談
期間 ２月７日（火）～３月15日（木）

詳しい日程などは「広報かたがみ１月号」16～19

ページをご覧ください。

●税の申告相談に関するお問い合わせは…

税務課（�878-9803）

「「「「「おおおおお茶茶茶茶茶っっっっっこここここサササササロロロロロンンンンン」」」」」開開開開開催催催催催しししししままままますすすすす
誰でもお茶を飲みながら、気軽に利用できるサロ

ンです。ぜひお立ち寄りください。
と き ２月７日（火）・24日（金）

13時30分～15時30分
ところ 飯田川保健福祉センター
●お問い合わせは…ハッピーネット（�873-8117）




